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運命と白山ＵＬＩ－嵐）
平成十一年度倫理学専攻講演会要旨 '性が大きな壁にぶつかって次第に閉塞的にな
り、それが鯵積して耐えられなくなると暴発
し、反社会的行動に走らせる場合が多いので
ある。このような閉塞,性や逸脱』性に対時して、
古今東西の思想・哲学、あるいは倫理的規範
があるといいうるけれども、そのうち、ここ
では実存主義思想と仏教の空・無我思想を用
いて、月旦開放の－方途を述べてみたいと,思
うのである。題して、実存主義で用いてある
「運命」や「lfllll」の語に依拠して、「運命
と'１１山」とさせていただく次第である。
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、序：最近の日本社会の事件に見られる
精神の閉塞性と逸脱性
平成九年五月、神戸で残虐極まる児童殺害
事件が起き、日本lLlL1に激しい衝撃を与えたが、
その後もいくつかの極めてショッキングな己事
件が続き、あたかも日本社会が人きく変質し
たかと思わせる様相をさえ呈している。勿論、
それ以前にも毎年、多くの隅をひそめさせる
事件は起こっていたが、その逸脱性において、
これらの事件は大衆の常識をはるかに越える
ものであった。例えば、学校でのナイフによ
る女教師殺害事件であったり、和歌山での躍
入りカレーライス謂件と、それに連なって露
坐した保険金殺人事件であったりした。また、
今年（平成十一年）になってからは、東京の
池袋や下関で無差別通り魔事件もあり、その
他、宗教がらみの事件や政治・経済関係の事
件なども激動を伝えることが多かった。
これらの事件を通して知られることは、人
間の内面に巣食う自己中心性が、種々な条件
を機縁として人を反社会的行動に走らせてい
る、という点である。
その条件とは、あるときには家庭のＩｌｌｊ題で
あり、またあるときには学校であり、またあ
るときには社会の諸状況であり、さらに過激
なマス・メディアでもある。人は、それらの
中で激しい葛藤や競争をくりかえし、愛憎と
向背に心身を翻弄されることも決して少なし
としないのである。そして時には、ロ□しI]心
二、運命と自由
カール・ヤスパース（KJaspers,1883-1969)は
人間が自由に生きることができない「限界状
況」（Grenzsituation）として、死・井悩・闘争
←負い目（罪）などを挙げており、また、これ
らに伴う状況として、病気・老衰・孤独・破
滅・服従などを述べている。これらは、その
まま放置すると、人間の精神をどんどん抑圧
し、その人が容易に活動できない状況をつく
りだしていく。このような要素をゼーレン・
キルケゴール（S・AKierkegaard,1813-55)は「不
安」や「絶望」として説き、フリードリッヒ
・ニーチェは（ENietzsche,1844-1900）「リヒリ
ズム」として、マルテイン・ハイデッガー
(MHeidegger,1889-1976）は「憂慮(Sorge,この
謡は関心、配慮などとも訳される）」や
「死」として、そして、ジヤン・ポール・サ
ノレトル(J・PSartre,1905-1980）は「無」とそれ
に伴う「ｌＭｌｔ」として挙げているが、アルベ
ール・カミュ（ACamus,1913-60）にあっては、
そこを「不条理〈absurdite)」として示してい
る。けだし、人間はそのような状況を避けて
通ることのではない存在であり、存在そのも
のがすでに「不条剛」で満ちているといって
もよいであろう。
カミュはその箸「シジュフォスの神話」の
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とこそ人間にとって大切であり、運命とは運
命を越えていくことである、と定義すること
ができると`思う。
人間には多くの偶然性や必然'性があり、そ
れが彼の精神を拘束し、束縛するとしても、
そこに立ち向かい、そこを越えていくところ
に、主体的.、覚的な「ロ由（h｢eedom,Frei‐
heit,liberte）」があり、そこにこそ人'111の尊
厳もまた存在するといえるであろう。
冒頭で、神々に罰を与えられたシジュフォス
の姿をこう説示している。「神々はシジュフ
オスに、休みなく岩を山の頂上まで転がして
運び上げる刑罰を探した。山の頂上に達する
と石はそれ自体の重みで再び落ちて来るので
あった。無益で希望のない仕事以上に恐ろし
い刑罰はないと神々が考えたのは理由のある
ことであった」（LemythedeSisyphejdees,1978,
p・'62）と。
ここでは、神によって与えられた人間のｲｔ
事がこの上なく空しいように、人間存在その
ものが「無意味」であり、そこに人|Alの「運
命」もまたあり、人はその運命に翻弄されつ
つ生きていることを暗示しているのである。
しかし、シジュフォスは、「人にはそれぞれ
の運命があるとしても、人間を越えた運命と
いうものはない。あるいは、すくなくともそ
ういう運命はただ一つしかないのであり、そ
の運命は避け難いものであり、また梓蔑すべ
きものだと人'''1は判断するのである」（ibid
pl65etpl66）と語り、避けがたい運命を克服
するところにこそ、人|H1の唯一の哲学的立場
があると考えたのである。カミュの不条理と
は、まことにイ<条珊を生きることであり、そ
れはまた運命を生きることであった。
「運命（fate,Schicksal,fatalite)」というこ
とが現実に存在するかどうかは、簡単には断
定できない。たとえ、私が運命などというも
のはないといっても、他の人から「そんなこ
とはない」という反論が返ってきそうでもあ
るから。キルケゴールはその「運命」につい
て、「運命は精神に対するある関係である。
だが外的な関係である。．…・・運命は必
然'ｌｆｔと偶然性との統一であるから、それは相
反するもののいずれをも意味することができ
る」（「不安の概念」、キルケゴール著作集、
白水社、第１０巻、氷」二英広訳、１４６頁）と、
樋めてすぐれた見解を示しているが、今、運
命を必然`性と見るにしても、あるいはまた、
偶然』性と見るにしても、そこを越えていくこ
三、実存主義思想における人間の自由
最近の11本社会のいくつかの事件から始め
て、人間の内なる情感が精神を幾重にも束縛
し、それがlrlll1で肯定的なiiMljを停滞させて、
人間を運命的な事件に迫いやることを示した
が、そこから超脱することの難しさは次の一
文がこのことを暗示しているであろう。「受
験生は合格祈順の絵脂をかがげ、ドライバー
はお守りをもつ。スポーツ選手は縁起をかつ
ぎ、ジンクスを気にする。都'ＩｊＩｕｔは初もう
でに行き、若い世代の占いブームは下火にな
らない。」（「よみうり､l評」）
こうして、ひとはただ幸運を待つばかりで
あり、地道な努ノノを飯ねて[Ｉらの人/１２を形成
することを放棄しようとする倣向もまま１，iL受
けられる。地道な努力は、’１t界の「無」を1,,L、
社会の「ままならいすがた」を知るとき、そ
れがいかに空しいかを実感させるのであり、
人'''1のたゆまざる桝為を破棄して安易な道に
つかせようとする。
実存主義,1,11想家の示した「ニヒリズム」や
「死」「終わり」、あるいは「葛藤」「退
廃」「愛慮」「倦怠」「不安」「絶望」など
も人''１１の生存にとって避けがたいものであり、
切り捨てることのできないものである。
しかし、実存１ﾐ義の桁学者･はそこを越える
べきところとし、キルケゴールは「受難」の
道を主体的に生き抜くことが「真理」への道
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である（「折学的断片後諜」などによる）と
し、ニーチェは「リヒリズム」を意志的に生
きることが「超人（Ubelmensch）」への道
である（主に『ツェラトウストウラはこのよ
うに語った」による）としたし、ハイデッガ
ーは「死」や「終わり」、そして「無」を先
取りして、そこを覚悟１打に生きること（先駆
的覚悟性、vorlaufendeEntschlossenheit）が本
来的向己の生き方である（i二1に『存在と時
間」による）ことを示し、ヤスパースは超越
者と結ばれつつ、そこを起伏1とする「選択」
によって111界から自由となること（「岬誌入
門』、「哲学」［IL実存哲学、IIL形|Ⅲ二学］
などによる）をl語り、さらに、サルトルは自
己が自己投企（アンガージュマンengageme‐
nt）的選択によって日'二Lの川村を取り戻し、
人類全体にも関わっていくことを説いている
（『実存主義はヒューマニズムである」、
『存在と無」による）が、これらに共通する
ものは、「運命的」に人間にからみつく拘束
性の中を、そこをこそ意識的に越えて誠実に
生きるすがたを表白した点であるということ
ができる。そこに実存主義思想家に見られる
人１１１１の「Ｉ１ｌｌＭｌ２」が見いだされ、貯渋と悪弊
に沈む向旦を越えて、真に価値のある存在と
してﾉﾋきることができるといいうるであろう。
サルトルが、「人間はr11ilである。目}'1その
ものである。」「人lillはみずから造るところ
のもの以外の何ものでもない。」（『実存主
義はヒューマニズムである」L1existentialisme
estunhumanismePalis,1970,p､36et37,p22）とい
う、その「［ｌ１Ｉｌ」とは、人がよくその「「ｌ
由」を自覚的に川いて、いかに真に活動的で、
しかも余人類に責任をもつ「実存的F11ll」に
するかを示したものということができよう。
パグ（法句絲）」や『スッタニパータ（経
集）』に、「高iWiな人々は、どこにいても執
着することがない。快楽を欲してしゃべるこ
とがない。幸運なことに遭っても、悲しいこ
とに遭っても、賢者は得意がつたい気を落
としたりしない。」「欲情から憂いが生じ、
欲情から恐れが生じる。欲情を離れたならば、
憂いは存しない。どうして恐れることがあろ
うか。」（以上、『ダンマパタ』、ＩＩＬ'村兀訳、
岩波文庫、第八三句）「妄執を友としている
人は、この状態からかの状態へと永いＩｌＭ流転
して、輪廻を越えることがない。」「人は自
口の意見、学問、道徳、思索について、自口
のｉｌ１のすぐれた成采を見て、それだけに執着
し、その他のものはすぺて劣っていると見な
す。」
「これは我がもの、これは他人のもの、とい
う,'い､が存在しない人は、その人には我がも
のという考えがないから、自己には何もない
といって悲しむことはない。」（以上、「ス
ッタニパータ」、中村元訳、岩波文庫、第七
ULl○・七ﾉし七・ノし五一句(SacredBooksofthe
East,VoLX,Suttanipata,p､148fP､135,p､172)）とい
う時句があり、これらには、もの|こ執着し、
そこを離れることのできない人に苦痛や憂慮、
そして恐怖などが伴うが、そこに妄執するこ
とがない人には平安とｎ曲の存在することが
叙述されている。
そして、このようなことをわかり易い物語
として説明するものに「浬盤経」の「雪ｌ｣｣竜
７．の物語」があり、それは次のように語られ
る（『大蔵経」第一二巻、りし1五○～四ｈ:一
画）。
‘ＪＩｉｌｊｌとはヒマラヤ１１｣のことであるが、そこ
に悟りを求めて修行していた青年に雪１１１童子
がいた。時に帝釈天はこの青年が身命を賭し
て真ｆＷを求めているかどうかを試すために、心せつ
恐ろしい羅刹鬼の姿となり、’''''１で「無常
偶」の前半を高らかに唱えた。それは、「あ
らゆる存在は無常にして、生と減とをくりか
四、空。無我思想における人間の自由
もっともDK初的な仏教思想を示す「ダンマ
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得る」（中村元訳、第一六○句（SacredBooks
oftheEastDhammapada,p､45)）といい、また
『臨済録」に、「随所に主となれば、立処、
みな真なり」（「人蔵経」第四七巻、四九八
頁）と示されるが、そこで語られるところの
ものは、空・無我に住してこそ主体的な自己
実現が為されることを表すのである。
人間には多くの運命的というべき状況が伴
い、日Ｌ」の内側からも種々なldil執的心↑IIiが起
こって鈷綜し、それがｌ１ｌｕをがんじがらめに
縛るのであるが、実存ｊﾐ義,思想においては、
様々な限界状況を明確に見極めて、そこを越
えて真に意志的に生きることこそ、絶望的況
位を転開しつつ'|ﾐきる段もすぐれたりﾐき力と
されるのであり、一方、仏教の空・無我思想
においては、とかく愛着すべきものに仙斜し、
動乱していく心情をすべて放念し、無執肴の
境tlfに立脚するときに、まことに安(ｋと活動
の場があらわれるとされるのである。
このlIIii背には、その依ってウニつjiE盤が、あ
くまで社会性をin視する立場と強く「1然性に
立脚しようとする立場とのH1連は卜,』られるも
のの、現実を1口:祝し、そこを越え||}ようとす
るすがたには類似のものがあり、ll1iMLA魁のそ
のような精神的状ｊＬにおいてこそ、典に３J代
の苫悩と悪弊的I1jllhIを破って、本求的なｌｉｌＬＬ
実現が来たされるものと知られるのである。
（一郷、講滅の内容を変Uｕしました。）
えすものである」という詩句であった。その
声はこの上なく微妙であり、また今まで聞い
たこともない見事な内容の偶であった。とこ
ろが、前半の詩句だけでは真意はわからず、
後半を聞きたいと思って青年がその声の主の
方へ近づいていくと、それは恐ろしい形相の
人食い鬼であった。けれども、青年は意を決
して羅刹の所へ進み、後半の偽をぜひ'１Wかせ
て下さいと懇願した。これに対し、羅刹は長
いあいだ食物を取らず空腹であることを訴え
たので、肯年は日分の身体を食物として供養
することを約束して、それと引き換えに後半
の偶を聞くのである。そのイリは「この生と減
とにまったく執することのないところを寂滅
とし、そこをまた安楽とする」というもので
あった。青年はこれを聞いて、深い喜びを唯
じ、この偽を』,ｵﾔき残すために近くのイブや畦や
木に記し、樹上から飢えた羅刹のために身を
投じたが、その身は空中で支えられ、羅刹は
もとの帝釈天の姿にもどって、雪山流Ｆの真
理を求めるために身命を惜しまない姿を讃歎
したのであった。
ここでは無我の境地こそ、人|M1の安寧のと
ころであり、それが世の真理であることを教
えているのである。そして、この物i浴におけ
る「無常偶」を｛1本の歌に改めたのが「いろ
は歌」であるといわれ、「色は匂へど散りぬ
るを、わが世誰そ常ならむ」というliii'１２のｲJ」
は、一切のものの無常の相を詠い、「有為の
奥山今ロ越えて、浅き夢見ＭＩＬひもせず」と
いう後半のｲ7｣は、一切のものに必要以上に執
着してはならないことを示し、あわせて無我
に住することの重要』性を明かしているのであ
る。
そして、この無執着性に住するとき、Ｉ１ＬｇＬ
の為すべきものが１４１覚的・集中的に、責任性
をもって為されるという「主体性」が生ずる。
「ダンマパダ」には、「ロロこそrlQのiﾐで
ある。ほかに誰がltl己の主であろうか。’11己
をよくととのえたならば、人は得がたいｺﾞﾐを
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